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内藤:テ ーマは,日本語で言うと 「改革 と教育による
進化」,英語 では 「Innovation&Education:Keys　o
Evolution」としました.改 革 に関 しては,ま ず学術













内藤:卒 後,生 涯教育 を12領域,14コー スに充実 させ
て,他 の学会プログラムと同列 に扱うことによって,
1日3～4コ ース受講できるように致 しました.そ れ
から泌尿器科における指導医に求められている基礎的
知識などに関する,い わゆる指導医教育企画 も予定 し
ています　今,癌 治療認定医制度が話題となっていま
すが,癌 治療認定医に求められる基礎知識から臨床試















































理事長 も交えて討議 していただ く予定です.ま た,
Endo-oncology-Today　and　Future一というタイ トル
でAsian　Sessionも企画しています.
小川:こ れも改革の1つ の方向性だ と言えますね.
内藤:そ れ ともう1つ 癌に関するお もしろい企画が






























































内藤:お っしゃる様に周 りの環境 というのはすごく大
事で,い くら良い人材でも良い環境になければやはり
育って きませ ん.私 は学生が回って来た ときには,
「卒後2年 の臨床研修 は学外でやって もいいです よ.
自分の出身大学やその関連施設にとらわれず,大 いに





がで きます し,自分の将来の専門領域 を定めるにあ
たっての選択肢がたくさんあると思います　また,新
しい治療にチャレンジすることも大学病院では可能で
す　新 しい医療 というのが,ど のような仕組みで,ま
た誰の どういった努力で進んでいっているのか という










ます.ま た,九 州大学では2年間の初期研修を終了 し
た後も専門科 を明確 に決めきれない医師のために,学
内でさらに2年間のローテー ト研修ができるようなプ
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ログラムも考えられています　それと処遇ですが,九
州大学では当直手当や超勤手当などを含めて少なくと




小川:改 革 と教育.今 のわれわれにとって避けて通れ
ない苦難の道ですが,先 生の主催 される学会を通 じ
て,少 しでもその道の方向性 を明らかにしていただけ
ればと期待 してお ります.本 日はどうもありがとうご
ざいました.
